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当社の製品が外国為替および
：

外国貿易管理法の規定により、 戦略物資あるいは役

務等に該当する場合、 輸出する際には日本国政府の許可が必要です。

初版1984年5月

Printed in Japa11 
禁無断複製転載

。 1984株式会社アドパンテスト

本製品は既に販売を中止しており、株式会社アドバンテストとの契約に基づき

現在は取扱説明書の提供は、株式会社エーディーシーが行っています。















































b. 連続設定とロンク機能の織内方法

ムマスイ y チを押し続けますと， t'0500ms 後

( 1ステ y フγ 〉変fヒ）ステッブタイム（0, lf世

から 10秒まで）て＼ 設定1\1（が述統的にをfヒ

します。

連続的に変化を始めましたら， スイソチか

ら指を離しましでも続行します（ロソク機

能）。 こ れは，とミスノL d之主産担工之」

その他円いずれかのスイソチを押すことに

よって， ロ ソク機能が解除し変化が停』し

ます。

また， 背箇ノマネノレのEXT.STEP 入力端子に

信号を入力（HからL）することにより機能

を解除することができます。

〔図2-9 〕に，「 11999」からI 0
3 桁（最上位桁）

のマスイッチを押し続けた場舎の設定伎の

変化を示します。

注 意

103 /ii 内Oおよび 5 J..イ y チは．「 0 ×X X」か

ら 「 llX X X 」まで設定怖を変化できます。

スインチ動作 押 す

2-12 2. 数｛副キ ー ・インによるダイレクト設定方法

DATA スイ y チを押した後（スイソチ内の

LEDが山tr），数値スイソチによってデー タ

を 5 廿f入 1J L, ENTER キ 〔 V,mV,mA ）を

/11'す二とによって出力レベノレが設定きれます二

POLARITY ＋およびー スイ y チによって極

刊を f没定します。 また， POLARITY O スイ

ソチを押しますと， キ クリアが行なわ

れ．”。 ” が苦初、されます。

tr 

小数 ，山は， STEP スイッチを押すことによ

って設定されます。

なお， 設定レンジは， 入力デー タ値， 小数

点、位置， ENTER キー（ V, mV, mA）によって

設定します。

〔表2-2 〕にその大lJ;c,を引します。

（離 す）

tト一一一

表 刀て イ直 11999 1C999 9999 8999 :: 2999 1999 0999 

」
約50口ms 1 これ以降はタ． ウンしない

' ステンフ匂時間（且1砂匂10j,少）

図2-9 連続設定
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第3章 動作チェックおよび校正

3-1. 概 要

動作チェックは， 〔表1-1〕に示しました電気的性能

を満足するかどうかをチェックするために行ない，

TR6142 の購入時および
、

保証期間（ 6 ヵ月）ごとに

実施して下さし、。 この動作チェックは， 直流電圧出

力および
、
l直流電流出力の各レンジにおける出力確度

を確認します。

また， 校正は， 動作チェックにおいて， 測定確度が

規定の範囲からはずれた場合に行ないます。

3-2. 使用試験器

〔表3-1 〕に使用試験器を示します。 使用試験器は，

〔表3-1〕に示しました機器あるいは同等以上の性能

を持った機器を使用して下さい。

3-3. 注意事項

(1）動作チェックおよび校正ti， “電圧モ ード＼
“
電

流モ ード
”

の/lit!に行なって下さい。

電流モ ードのみの校正であっても， 必ず電圧モ

ードの確度を確認してから行なって下さい。 電

流モ ードは， 電圧モ ードが正確に校正されてい

ませんと， 誤差を生じます。

(2) 校正は， ケ ー スをはずし， 内部のシ ー ルド・カ

パーの校正用調繋穴から行ないます。

(3) 各校正用調整穴のボリュ ー ムを回す場合は， そ

の都度， できるだけ素早く調整し， ケ ー スに入

れてから校正値を確認して下さい。（ケ ー スから

取り出したとき， 内部温度の急激な変化のため，

出力値が変化する場合があります。）

すべての校正が完了した後， 10-20分間， ケ ー

スに入れた状態で， 各レンジの校正値に誤差が

ないかどうかを確認して下さい。

(4) 電流モ ードの校正において， デジタル電圧計に

分流抵抗を使用する場合， デジタル電圧計の入

力インピ ー ダンスを考慮しませんと， 大きな誤

差を生じることがあります。

表3-1 使用試験器

試 験 器 ’性 首E 推奨機器

デジタル電庄計 介 解 能 11N (1Vレンジにおいて） TR6877 

フルスケ ー ル 12000表示 アドパンテスト
レ ／ ジ 100mV ，，、

1V 

10V 

確 度 土001% of reading以上

直 流 電 流 計 介 解 能： 100nA(1mAレンジにおいて）

フルスケ ー ル 12000表示

レ 、／ ごノ 1mA 

10mA 

100mA 

確 度 土001% of reading以上

もし， 上記に示します直流電流計がない場合は， 介流抵抗を使用し， デジタル電圧言十で
換算する方法があります。

分流抵抗：IOOQ, 1kQ, 10kQ 
確度，±0.005%以上
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